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（１）
目標のブルアージュは、最寄り駅のロシュフォールから直線距離で約15キロメート
ル、ロワイヤンから約30キロメートル。公共の交通機関はまったくないので車を利用
するしかない。フランスでは珍しくうっすらと雪が積もった2010年２月末、私は
SNCFの終着駅ロワイヤンからブルアージュを目指した。
滔々と流れるジロンド河が大西洋に出たところに屹立する歴史遺産コルドゥアン灯
台を霧のなかに認めたあと、スードル川を越え、マレンヌの町を過ぎると、やがて荒
涼とした原野が現れた。起伏らしいものがまるでない、べたっとした感じの湿地帯で
ある。道路の両側に広がるのは黒ずんだ沼や小川で、迷路のように入り組んでいる。
時おり大きな鳥の姿が見られるのは、この湿地帯が野鳥の保護地区になっているから
だろうか。これがフランス西部のポワトゥ地方でよく見受けられる「沼沢地（marais）」
の光景である。延々と続く泥濘の先にブルアージュの城壁の細長い影を見つけたと
き、私は何かホッとした気持ちになった。沼地に囲繞されたブルアージュは、砂漠の
なかのオアシスと言っていいだろう。そのブルアージュの様子を航空写真（図１）で
ご覧いただきたい。
ポワトゥ地方に沼地が多いのは、それらがもともと海だったからである。ラ・ロシェ
ルの北方には、セーヴル河に沿ってフランス有数の沼地（＝ポワトゥ沼沢地）がある
が、ラ・ロシェルの南方の、ロシュフォールやブルアージュを包み込んだ沼地も、古
くは海（＝サントンジュ湾）の底だった。沼地には海水と淡水の２種類ある。古代の
ローマ人は、平坦な海水の沼地がどこまでも続き、日照量に恵まれたこの地の風土に
着目し、塩の製法を伝えた（紀元６世紀頃といわれる）。潮の干満の差の大きさを利用
し、沼地に引き込んだ海水を何段にも仕切って天日に晒し、塩分の濃度を徐々に高め
る方式である。その結果、「白い黄金（or blanc）」と譬えられた貴重な塩は、この地方
の経済を支える原動力となった。ラ・ロシェル、そしてブルアージュは塩の積出港と
して名を馳せたのである。
ヨーロッパにおける塩の特色のひとつは、岩塩にせよ海塩にせよ、生産地が限られ
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ていることにある。海塩が中心のフランスでは、百年戦争以降、王権は塩の生産地を
支配下におく一方、人々の暮らしを守ることを口実に「塩税（gabelle）」を課し、各所
に「塩の保管・販売所（grenier ā sel）」を設けて財政基盤の強化をはかった。しばしば
民衆蜂起の引き金となった塩の専売が廃止されたのは、実に1946年のことである。化
学的な製塩法が主流となった現在、風物詩だった塩田や塩田労働者は次第に消えてゆ
き、大西洋沿岸で残っているのはロワール河口のゲランド、ノワールムーティエ島、
レ島ぐらいである。生産される塩もミネラル分を多く含んでいるのが謳い文句で、調
理用や健康食品用など高級志向が強い。塩の生産や交易と不可分な関係をもつブル
アージュはどのような歴史を辿ったのだろうか。ここでは、沼地という人を寄せつけ
ない峻厳な自然に敬意を表しつつ、陸の孤島と化し、あるいは、化石のように凝固し
たブルアージュの過去の栄耀に光をあてたい。
（２）
さて、ブルアージュには、ロワイヤル門（表門）とイエール門（裏門）の２つの門
がある。マレンヌを経てイエール方面からやって来た私は、必然的にイエール門から
入ることになるが、16世紀に流行した凱旋門のような形式（＝ルネサンス様式）で両
脇に物見櫓を備えた城門はもはや存在しなかった。荷車で市を出入りするのに邪魔と
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図１ 空から見たブルアージュ（海を挟んで西側にオレロン島、絵葉書より）
の住民の訴えで19世紀中頃に取り壊されたのだという。同じ理由から、イエール門を
補強するため、ルイ14世時代に築城術の名人だったヴォーバンの指示で門の外に築か
れた規模の大きい半月堡（demi-lune、日本の城郭の「馬出し」にあたる）も撤去され
てしまった。
それでも、市内に入ると風景は一変し、整然とした碁盤の目状の街並みはもちろん、
町を取り巻く城壁もよく保存されていて、近世ヨーロッパの築城史の研究者にとって
宝庫となっている。16－17世紀の城塞建設の変遷過程が、ひとつの城郭内で追跡でき
るからである。ここでは、17世紀前半、ルイ13世の宰相リシュリューが部下のダルジャ
ンクールに命じてつくらせた計画都市で、現在も外見がほとんど変わっていないブル
アージュのさまを平面図（図２）で確認し、その要点を箇条書きにまとめておきたい。
第一に、ブルアージュは１辺が約500メートルの正方形の町で、高さ約10メートルの
城壁で取り巻かれている。周囲に濠をめぐらせた城壁は、２つの門のほか、おもに正
方形の角に築かれた７つの鋭角的な稜堡（bastion）、稜堡の要所に設置された19の望楼
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図２ ブルアージュの平面図
①ロワイヤル門 ②イエール門 ③サン＝ピエール教会
④食糧倉庫 ⑤鍛冶工場 ⑥総督の館
⑦マリー・マンシーニ階段 ⑧弾薬庫
出典 L.Plédy, Brouage et Marie Mancini, La Rochelle, 2006, p.57.
⑧
⑧
（échauguette）、望楼間を結ぶ７つの幕壁（courtine）によって構成される。雑草が生い
茂る城壁の上は自由に散策でき、ぐるりと一回りすると2,500メートルぐらいになる。
天気のよい日には、はるかにエクス島やオレロン島を臨むことができるそうである。
私が訪ねた時は天候にそれほど恵まれなかったが、望楼とその外に広がる沼地とのコ
ントラストがとても印象に残った（図３）。
第二に、リシュリューがブルアージュを海軍の拠点にしようと目論んだため、市内
には初期的ながら海軍工廠と呼ぶにふさわしい建物群が配置された。そのうち、食糧
倉庫、鍛冶工場、樽工場、弾薬庫が現存し、旅行案内所や常設の展示場に使われてい
る。北側の城壁に内接した、船の用具等を収納する倉庫（hangars）は土産物店になっ
ていた。ただし、最大限6,000人の兵士を収容できたという兵舎は19世紀末に撤去され
たし、1611年に創立された病院もその痕跡しか留めていない。総督（Gouverneur）の
館はフランス革命期に忌避聖職者（réfractaire）を収容する牢獄の役目を終えたあと崩
壊したようである。
第三は、今回の見学で私がもっとも重視していた塩の積出港という側面である。地
図の上で、ブルアージュの港は北側のロワイヤル門を出てすぐのところにある。否、
あったはずである。ところが、私はこの肝心の港を見損じてしまったのである。まず
は言い訳から。町の見学に予想外の時間を費やした私は、ようやくロワイヤル門から
市外に出た。城郭の正面にあたるこちら側は門の外にも防塁が施され、日本の城郭で
いう虎口になっている（図４）。門の上方にはフランス王家の紋章が浮き彫りにされ
ていて、さすがに風格を感じさせた。けれども、この門の外で私の目に映ったのは、
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図３ ブルアージュの望楼（筆者撮影）
駐車場を除けば、沼地と、その遠方に光る一筋の小川だけだった。夕闇が迫るなか、
時間に追われた私は港の確認作業を断念し、ブルアージュをあとに、次の訪問地ロシュ
フォールへと向かわねばならなかった。
後日、地図をよく検討してわかったことだが、港はやはりロワイヤル門のすぐ外に
あった。ちなみに図１を参照すれば一目瞭然で、写真の右端に少し太めの川らしいも
のが幾筋かあって、海に向かって伸びている。したがって、その左手が港になってい
たと推定できる。どうしてこれほど単純明快な場所に気づかなかったのだろう。ただ
し門から川まで行くには、私が歩いた50メートルではなく、200メートルほど進む必要
があった。おそらく港の役割を果たした川（かつての水路）は徐々に狭まり、数百年
のあいだにロワイヤル門の近辺から相当に離れてしまったのだろう。この点、勝手な
思い込みや学習不足が大いに悔やまれるところだが、結論からいえば、そもそも短い
滞在時間ですべてを見学するという計画自体が無謀だったのである。ここから先の説
明は、より詳細なブルアージュの歴史書に委ねよう。
（３）
ブルアージュの「ブルー（brou）」は泥土を指すので、この町はまさしく「泥の町」
という意味である。ブルアージュはいつ建設されたのだろうか。
起源説は２つある。ある概説書によれば、1555年頃、近くのイエールとミランボー
の領主ジャック・ド・ポンは、ラ・ロシェルに塩を買い付けにやって来るフランドル
やハンザの商人を呼び込んで、直接取引をするために、新しい港町「ジャコポリス
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図４ ロワイヤル門付近（筆者撮影）
（Jacopolis）」を建設した。すでに述べたように、このあたりはサントンジュ湾の一角
で、塩田や運河の開削、沼地の干拓事業のせいで海退が進み、水深が浅くなっており、
それまで海中にあった岩礁や堆積土が海面に露出していた。そのうちの地盤のしっか
りした島に土盛りをして築かれた町、それがブルアージュだったのである。スガン氏
はこれに異を唱える。彼によれば、北欧系の商人がイエールまで足を伸ばしたのは14
－15世紀に遡り、そうした新しい顧客の要望に応えるべく、イエールの商人は町から
２キロメートルほど離れたこの場所にブルアージュの原型となる港を自前で築いた。
ボルドー商人から委託を受けた彼らは、トゥルーズ産のパステルやボルドー産のブド
ウ酒をも北欧系の商人にもたらしたのである。
どちらの説を採るにせよ、ブルアージュは16世紀初までには相当な交易拠点に成長
していたようである。「ジャコポリス」は１辺が約500メートルの正方形だったので、
現在の町の規模とほぼ重なる。その後の都市計画はそれを下敷きにしたといってよい
だろう。しかしその直後から宗教戦争が始まったため、カトリック側に与したブル
アージュは、プロテスタント側の首領格であるラ・ロシェルの侵攻に備えて防衛体制
を整える必要に迫られた。一般に同業者は仲が悪いものだが、ブルアージュとラ・ロ
シェルの宿命的な対立は、その後数十年間にわたって続いた。
ブルアージュの命運は、激動するフランスの政治史のままに左右された。築城史の
上では、1560年代にベラマルトが試みたイタリア式要塞と、1570年代にロベール・ド・
シノンが港と町を一体的に取り込んでデザインした城塞都市が重要である。その際、
防禦面で難点のあるイエール門の外側に最初の半月堡が築かれ、町と共通の濠で囲わ
れた。1578年ブルアージュを訪れた国王アンリ３世は、この町の戦略的な重要性に気
づき、この町を王領に編入するとともに、王の代官として総督を置いた。こうした動
きを鋭敏に察知したラ・ロシェル側（コンデ親王が主導）は、ブルアージュ港を使用
不能にすべく、1586年に港と海をつなぐ「水路（chenal）」に21隻の老朽船を沈めた。
この作戦は相当に効果的だったようで、結局、ブルアージュ側は沈没船の完全な除去
ができなかった。
ブルアージュとラ・ロシェルの確執は17世紀まで持ち越された。最終的な決着をつ
けたのはリシュリューである。彼は王権に盾突くラ・ロシェルの懲罰を虎視眈々と
狙っていたが、ついに1627－28年の１年間にわたる包囲戦のあげくラ・ロシェルを陥
落させたのである。ブルアージュは王軍の兵站基地となった。この戦いのさなか、リ
シュリューからラ・ロシェルの封鎖を命じられたダルジャンクールが、港の沖合に突
堤（digue）を築いてイギリスとラ・ロシェルの連絡を遮断し、陸海の包囲網を完成さ
せたのは有名なエピソードだが、ブルアージュから見れば40年前の復讐をようやく果
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たしたことになる。
もっとも、16世紀のブルアージュの水路の幅は400メートルもあったようなので、海
の続きといってよいだろう。同じ16世紀の歴史の碩学ラ・ポプリニエールは、外国商
人が溢れ、大小200隻の商船が停泊するブルアージュを国際都市と評している。この
町出身の著名人にはシャンプラン（1570－1635）がいる。国王アンリ４世からカナダ
植民を命じられた彼は1608年にケベックを建設したが、生涯に21回も大西洋を横断し
た。彼が洗礼を受けたとされるサン＝ピエール教会前には、ケベックから贈られた顕
彰碑が立っている（図５）。いずれにせよ、ラ・ロシェルが国際商業の表舞台から脱落
した段階で、航海・商業長官とブルアージュ総督を兼ねるリシュリューから見ると、
ブルアージュは前途洋々たる「貿易港＝軍港」で、巨万の富を生み出す頼もしい存在
だったに相違ない。リシュリューとマザランの宰相期はブルアージュの全盛期で、人
口は4,000人と推定されている。
（４）
リシュリューやマザランの期待に反して、ブルアージュの栄華は長続きしなかった。
好事魔多しの譬えがある。皮肉なことに、その最大の原因はブルアージュを国際貿易
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図５ サン＝ピエール教会前のシャンプラン顕彰碑（筆者撮影）
港に押し上げた塩の生産にあった。全盛期のブルアージュは8,000ヘクタールの塩田
に取り巻かれていたといわれる。けれども、塩田や干拓地の増加は、同時に沼地や流
水の減退、土砂の堆積、行き場を失って滞留する水の質の悪化を引き起こしていた。
この悪循環は、ついに水路の水深不足、船溜まりの収容力不足というブルアージュに
とって致命傷となったのである。たしかにそれらは「河口内港」に共通した構造的な
欠陥といえるが、一定の水量を供給し、水流や水圧によって底に溜まった土砂を押し
流してくれる川をもたないブルアージュは、定期的に浚渫工事をおこなわないかぎり、
沼地のなかに埋没するハンディキャップを背負わされていた。
これに追い打ちをかけたのが、コルベールの新しい海運・海軍政策だった。コルベー
ルはフランスで最初の海軍工廠を建造するため、1663年以来、全国の海岸部の調査に
乗り出したが、当初有力視されていたブルアージュは、海からの攻撃に弱いこと、水
路の水深の問題がネックとなって候補地から最終的に外れ、インド会社はロリアン、
海軍工廠はロシュフォールに奪われてしまった。1670年代に入ると、ブルアージュは
まずは軍港の意味を、次いで塩の積出港の意味をも失って、次第に衰退していったの
である（なお、ブルアージュの城壁からは塩田らしい人工池や水たまりが散見される
ので、現在でも塩づくり自体はおこなわれているとみられる）。それでも築城史の上
では、前述したように1680－90年代にヴォーバンとその配下のフェリーがブルアー
ジュ城塞では最後となる大改修に着手し、半月堡の再建をはじめ、とくに南側と東側
の城壁を厚くした点が注目に値する。ただその大工事も海軍工廠ロシュフォールを守
るための防禦ラインにブルアージュが組み込まれたからだった。政府から見放され、
海へのアクセスの手段を欠いたブルアージュが生き残る道は、軍隊の駐屯地以外にな
かった。
やや堅苦しい話が続いたので、気分一新、このコラムを締め括るにあたって、ブル
アージュでは一番有名なエピソード、すなわちルイ14世とマリー・マンシーニの悲恋
に触れておきたい。
宰相となったマザランはイタリアから親族をフランスに呼び寄せたが、姪のひとり
マリー・マンシーニは機智に富み文才にも恵まれて、彼女のもとをしばしば訪れた若
きルイ14世を魅了し、２人は結婚を誓い合う仲となった。しかしフランスとスペイン
の和平の証としてルイ14世とスペイン王女マリー＝テレーズの結婚を取り決めたマザ
ランは、２人の関係を認めるわけにはいかず、２人を説得するとともに実力で引き離
しにかかり、ついに1659年９月中旬から12月末までの約３カ月間、自分が総督を兼ね
るブルアージュにマリーを軟禁した。
ブルアージュに滞在中、マリーはおもに総督の館で過ごしたが、悲しみを紛らわせ
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るためか、よく城壁に上ってはぼんやりと外の風景を眺めていたそうである。当時は
ブルアージュの全盛時代だったから、（私が見損じた）港や水路も、行き交う船も、は
るかに浮かぶオレロン島も見えたはずである。現在のブルアージュには、彼女が昇降
に使ったと伝わる階段が「マリー・マンシーニ階段」（図６）の名で残されている。掲
示板には次のような彼女の文言が記されている。「そのとき、私が唯一探し求めてい
たのは孤独（solitude）で、私の悲しい気持ちを保つのにもっともふさわしいものでし
た。私の姉妹たちがとても退屈するブルアージュを選んだのは、みんな私の苦しみを
分かちもつべきだし、ほかの人の喜びは私には犯罪だと思っていたからです」。悲し
みに揺れ動く乙女マリーの心の底がみごとに表現されている。実際には、マリーの生
活ぶりはかなり派手で、奔放だったようである。蛇足ながら、図の左手には大砲を城
壁上に引き上げるための専用階段があるが、微妙な傾斜があって、私は登るのにとて
も苦労した。
一方、マリーを諦めきれないルイ14世は、1660年６月９日スペインとの国境に近い
サン＝ジャン＝ド＝リュズで結婚式をあげた帰り道、宮廷の一団から別行動をとって
６月29日ブルアージュに至り、マリーと同じ総督の館に数日間滞在した。到着の日の
夜、ルイ14世はなかなか眠りにつけず、マリーが散策した同じ城壁に上って深い溜息
をつき、はらはらと涙を流していたという。ここから、「国家理性」のために自由結婚
という個人の意思を貫徹できなかったルイ14世の悲恋物語が発祥するのだが、どうや
らこのエピソードは早くから公然の秘密だったようで、ルイ14世が贔屓したラシーヌ
が1670年に上演した『ベレニス』にローマ皇帝ティチュスと女王ベレニスの悲恋のモ
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図６ マリー・マンシーニ階段（筆者撮影）
チーフとしても登場する。皇帝は女王から次のように結婚を迫られるのである。
「ローマにはローマの権利が。でも陛下には、陛下の権利がおありのはず。ローマの
利害は、２人の利害よりも、神聖犯すべからざるものなのですか。お答えは、なんと」
（渡辺守章訳、岩波文庫）。公人と私人の２つの身体をもつルイ14世は、このドラマに
どのような思いで接していたのだろうか。
ルイ14世とマリーの物語は今でもフランス人の琴線に触れるのか、小説、演劇、映
画などさまざまなジャンルで繰り返されている。私は７－８年前に「太陽王（Le Roi
Soleil）」というミュージカルをフランスのアンジェで見たが、ここでも第１幕の終わ
りは２人の別離のシーンで、情熱的な愛の歌が観衆を陶酔させていた。もっとも、こ
の解決のしようのない悲恋劇と、沼地に閉じ込められたブルアージュはどこかで相通
じるものがあるのかもしれない。ともあれ、ブルアージュの港と水路を改めて探訪す
ること、城壁の上でルイ14世とマリーがそれぞれの思いで見つめた美しい風景を追体
験すること、私にはこの２つの宿題が残された。
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